
高森台小学校「野外学習（自然観察）」報告書

9月16日、高森台小学校５年生の総合学習（教科を超えた探究的な学びを通じて、問題解決能力や自己の生き方

を考える力を育成する）としての野外学習会（添付概要）に参加しました。（13時20分～14時40分）

警戒アラートが出ていたので、ミツバチの巣の見学は中止になりました。

５年生2クラス３９人を担任の先生等３人、どんぐりｓより３人（Ｍ・Ｙ・Ｈ）が引率し、高森山公園

（山頂、樹木園、フジバカマ花壇）を散策し、生息する生き物や不思議な生態を説明しました。

カナヘビやトカゲの出現、コナラのどんぐりとハイイロチョッキリ、フジバカマの花とアサギマダラ、エビフ

ライの発見とニホンリス、トチやアベマキの実の落下、イノシシの掘り返し、落雷の痕跡等に児童達は好奇心

で頻りに質問をしました。

添付の資料を作成し説明する予定でしたが、次々に出現する自然の不思議さに時間を取られ、アサギマダラと

ニホンリスしか話せませんでした。

今回の児童達は、事前に聞きたいことを色々調べていたせいか、他のことでも質問攻めにあいました。

どんぐりｓとしても遣り甲斐がありますので、今後のイベントにも参加していきます。

堀内 泰
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＜添付概要＞



＜添付の資料＞


